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昨
年
、
当
選
直
後
に
２

年
後
を
目
途
に
合
併
の
方

向
性
を
打
ち
出
す
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。 

　
近
年
ま
で
地
場
産
業
を
支
え

て
き
た
筆
職
人
は
、
仕
事
量
が

不
足
し
、
年
々
高
齢
化
し
て
い

る
。
今
や
、
僅
か
の
国
民
年
金

だ
け
で
窮
乏
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
そ
の
現
状
を
見

て
、
長
年
に
渡
っ
て
「
地
場
産

業
の
育
成
」
を
要
望
し
て
き
た
。

町
長
の
活
躍
で
、
最
近
「
地
場

産
業
の
取
り
組
み
」
が
活
発
に

動
き
出
し
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
は
ど
う
か
。 

　
筆
産
業
の
後
継
者
育
成
等
の

事
業
を
厚
生
労
働
省
に
働
き
か

け
、
昨
年
12
月
に
地
域
指
定
を

受
け
、
６
月
よ
り
商
工
会
と
雇

用
促
進
協
議
会
を
実
施
主
体
と

し
た
委
託
事
業
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
本
事
業
に
は
、
技

術
訓
練
や
後
継
者
育
成
、
観
光

振
興
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
契
機
に
さ
ら
な
る
筆
産

業
の
活
性
化
、
地
域
経
済
発
展

の
た
め
の
業
界
の
自
主
的
な
努

力
を
期
待
し
て
い
る
。
町
と
し

て
も
良
い
成
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

地場産業の育成について。 
 
受託事業を契機に、自主的な活動を期待する。 

（平本町長） 
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合併問題について問う。 
 
状況を見極めながら慎重に検討していく。 

（平本町長） 
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現
在
、
地
方
財
政
制
度

の
見
直
し
や
地
方
行
政
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は

本
町
の
行
財
政
へ
及
ぼ
す

影
響
は
不
透
明
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
度
の
合
併
で

は
、
良
い
声
も
あ
れ
ば
悪

い
声
も
あ
り
、
評
価
を
す

る
に
は
あ
る
程
度
の
時
間

が
必
要
な
状
況
で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、

地
方
制
度
に
関
す
る
議
論

の
行
方
や
、
合
併
し
た
旧

町
村
の
実
態
を
注
視
し
た

上
で
、
検
討
に
入
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

　
海
田
町
・
坂
町
の
動
向

を
い
つ
ま
で
注
視
す
る
の

か
。
熊
野
町
独
自
の
方
向

性
を
持
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。 

　
合
併
は
自
治
の
基
本
的

な
面
に
お
い
て
、
町
民
に

極
め
て
大
き
な
環
境
変
化

を
も
た
ら
す
問
題
で
あ
り
、

他
町
の
動
向
如
何
に
関
わ

ら
ず
、
行
政
と
議
会
、
町

民
と
が
一
緒
に
な
っ
て
将

来
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

本
町
を
含
め
周
辺
地
域
一

帯
が
更
に
発
展
す
る
に
は
、

相
互
の
連
携
、
協
力
、
補

完
が
極
め
て
大
切
で
あ
る
。

町
民
の
暮
ら
し
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
、
慎

重
に
検
討
す
る
一
方
で
、

他
の
安
芸
郡
３
町
と
の
協

調
関
係
は
今
後
と
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
。 

　
合
併
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
交
付
金
・
補
助
金
等

の
一
層
の
減
額
が
予
想
さ

れ
る
が
、
公
共
料
金
の
値

上
問
題
は
当
分
の
間
解
決

さ
れ
た
と
見
て
よ
い
の
か
。 

　
平
成
16
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
、
本
年
４
月
か

ら
の
介
護
保
険
料
、
更
に

は
９
月
か
ら
の
下
水
道
使

用
料
の
改
正
に
伴
う
負
担

増
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

方
に
ご
理
解
を
い
た
だ
い

て
い
る
所
で
あ
る
。
現
時

点
に
お
い
て
は
、
「
値
上

げ
」
と
い
う
こ
と
で
言
う

と
当
分
の
間
解
決
し
た
と

思
っ
て
い
る
が
、
今
後
も

各
会
計
を
問
わ
ず
徹
底
し

た
歳
出
削
減
を
図
り
、
公

共
料
金
の
改
定
を
抑
制
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。 




